
「倉敷市文化振興基本計画」及び「倉敷市歴史文化基本構想」を踏まえ、市内の文化遺産の次世代への保存・継承
や文化遺産を活かした地域活性化を推進するため、以下の取組を実施する。

倉敷市が本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等を行う。主な担当課、役割は下記のとお
り。
文化産業局文化観光部文化振興課：事業全般の調整・指導、文化振興分野の協力
教育委員会生涯学習部文化財保護課：文化財に関する指導

補助事業は、次の団体が実施する。
倉敷市文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会（委員長：坂ノ上博史）
構成団体（NPO法人倉敷町家トラスト、一般社団法人高梁川プレゼンターレ、倉敷琴友会、鴻八幡宮しゃぎり保存

会）

事業概要：

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

「倉敷市歴史文化基本構想」は、倉敷市教育委員会文化財保護課において、平成２７年度及び平成２８年度文化庁
「文化遺産を活かした地域活性化事業（歴史文化基本構想策定支援事業）」の採択を受け、平成２７年度から検討
を進め、平成２８年１２月に策定されました。

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

倉敷市文化産業局文化観光部文化振興課

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

県指定・無形民俗文化財 鴻八幡宮祭りばやし（しゃぎり）と市指定・無形民俗文化財 乙島祭りのホームページ、
パンフレット、映像資料等を作成することにより、より多くの方に倉敷の伝統芸能の価値と魅力を認識してもら
い、観光客の増加にもつながる。

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

事業概要：

事業概要：

 8 補助事業の概要 （1）補助金額 ～平成28年度交付決定額： 19,080 千円 平成29年度申請額： 1,179 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

 1 都道府県・市区町村名 倉敷市  2 補助事業の種類 地域文化遺産活性化

 3 実施計画の名称 倉敷市文化遺産を活かした地域活性化事業

 4 実施計画期間 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

 5 実施計画の概要

 6 実施体制

様式１－１



年度 3,735 千人

設定根拠１： 平成24年度から平成27年度までの倉敷市の観光客数の伸び率5.7％維持を設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値１： 平成 27 年度 3,534 千人 ⇒ 平成 29

千人 千人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 倉敷市への観光客数 関連事業: ①

千人 千人 千人 千人

平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度平成 年度 平成 年度 平成 年度

様式１－１別紙①



進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度

pv pv pv pv pv pv

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ホームページ閲覧数

目標値： 平成 28 年度 0 pv ⇒ 平成 29 年度 300,000 pv

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 倉敷市文化遺産を活かした地域活性化事業 実施団体：
倉敷市文化遺産を活かした地域活性化事
業実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
県指定・無形民俗文化財 鴻八幡宮祭りばやし（しゃぎり）と市指定・無形民俗文化財 乙島祭り
の網羅的に紹介するコンテンツ（ホームページ、パンフレット、映像資料等）の新規作成

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30

様式１－１別紙②


